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習志野市における
固定資産台帳の更新手法について

資料４－４



固定資産登録の流れ
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本市では固定資産を登録するタイミングは、主に以下のいずれかである。
本市は「伝票情報から固定資産台帳を作成する」ということを重要視している。

①伝票支出

②寄附物品受入

③会計課での
随時チェック

④普通建設事業の
概要チェック

⑤財産に関する
調書の作成資料
チェック

⑥財産台帳(土地)
との突合チェック

伝
票
情
報

随
時

出
納
閉
鎖
後

会
計
課
で
固
定
資
産
登
録

資本的支出となる場合は、最終支払い時に「固定
資産登録票」を伝票に添付して会計課へ提出。
(P３～P６)

寄附物品の評価額が５０万円以上の場合は、担当部
長が会計管理者へ通知。(P７)

会計課での支出伝票審査時に、資本的支出か否か
の確認。月１回前月の全歳出データを確認。 (P８)

資産計上もれがないか、また、設計委託など付随
費用の計上もれがないかを確認。(P９)

伝票支出を伴わない土地の取得や資産の除却を把
握。物品の残高を確認。(P９)

①及び⑤で登録した土地について、公有財産台帳
とのデータ突合。(P１０)

調定伝票 資産売却時には、調定時に資産を減額させ、会計課
で固定資産の減。(本資料では説明を割愛)

予算策定段階で可能な限り、資本
的支出と収益的支出を、予算科目
の細々節単位で区分しています



①支出伝票起票時の仕訳による資産計上

固定資産台帳登録の基本的なルール
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本市では、日々仕訳を導入しているため、伝票起票担当者が起票時に仕訳を選択する必要がある。
「資本的支出」と「収益的支出」の区分けについては、職員向け解説書「日々仕訳の手引き」に記

載しているほか、基準モデル導入時・日々仕訳導入時の庁内研修会で繰り返し説明することによって
伝票起票者（係長・担当者レベル）に周知している。
固定資産台帳は担当課からの情報を基に登録するが、随時の確認や出納閉鎖後の確認も徹底するこ

とで、資産計上もれを防いでいる。

●資産の新規登録・除却など、固定資産台帳の管理は全て会計課で行う。
⇒会計課での一元管理

●習志野市財務規則で定められた重要物品の計上基準と整合性を図るため、
資産計上は原則、１件５０万円以上の支出とする(寄附・無償所管替えの場合
も同様…土地・車両は全額計上)。
●資産形成支出の場合は、一旦全て、建設仮勘定として仕訳を行う（当該年
度に完成する場合や一回払いの場合も、一旦建設仮勘定とする）。
⇒建設仮勘定を経由し、完成時に本勘定に振り替えるため、伝票

起票時の仕訳選択肢を単純化、担当課の負担軽減。



①支出伝票起票時の仕訳による資産計上
伝票起票時に、予算科目の細々節ごとに設定された「仕訳区分」を選択することにより、「資本的

支出」と「収益的支出」の各勘定に仕訳される。
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固定資産
登録票

複数仕訳候補の選択基準

仕訳番号 名称

0246 工事請負費/維持補修支出 当該工事予定価格が５０万円未満の場合

0241 工事請負費/建設仮勘定（事業用資産）事業用資産となる建物の工事費を支払う場合

0245 工事請負費/建設仮勘定（インフラ資産）インフラ資産となる建物の工事費を支払う場合

02
04

施設設備維持管理工事
道路維持管理工事

0246 工事請負費/維持補修支出

05
06

道路新設改良工事
下水道布設工事

● 0245 工事請負費/建設仮勘定（インフラ資産）

0246 工事請負費/維持補修支出 当該工事予定価格が５０万円未満の場合

0241 工事請負費/建設仮勘定（事業用資産）事業用資産となる建物の工事費を支払う場合

0245 工事請負費/建設仮勘定（インフラ資産）インフラ資産となる建物の工事費を支払う場合

名称名称名称

●

●
08 施設設備解体工事

節 細節 細々節 仕訳区分

15 工事請負費 01 工事請負費

01
03
07

施設設備工事
施設設備改修工事
施設設備改造工事

伝票起票者は仕訳区
分の選択に迷った時
に、日々仕訳の手引
きを見ます

細々節別に仕
訳区分を設定
しています

資本的支出の最終支払時に、固定資産
登録票を支出伝票に添付します

（●が資本的支出） P6参照

「日々仕訳の手引き」より 節別の仕訳区分一覧を抜粋

仕訳区分の選択基準
を示しています

資産形成支出の場合は、一旦全て、
建設仮勘定に集約します。
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①支出伝票起票時の仕訳による資産計上
（支出伝票 仕訳の具体例）

資本的支出 資産形成支出の例

資本的支出 物品購入の例

資産形成支出の場合、
伝票支出時の借方科目
は、全て「建設仮勘
定」となります

備品購入の場合、伝
票支出時の借方科目は、
そのまま「物品」とな
ります

この「複式仕訳確認書」は支出伝票に添付され会計課へ提出されます。
会計課職員は伝票審査時に複式仕訳確認書もチェックします。
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①支出伝票起票時の仕訳による資産計上
（固定資産登録票）

担当課は資本的支出
の最終支払時に、固定
資産登録票を支出伝票
に添付し、会計課は本
情報に基づき固定資産
登録をします

会計課処理項目
・資産番号・枝番
・施設種別
・耐用年数分類
・売却可能区分
・時価等
・財産分類
・目的別資産区分
・建設仮勘定精算
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②寄附物品受け入れ時の資産登録
寄附物品受納時の資産登録を正確に行うために、評価額５０万円以上のものを受け入れる際に、会

計管理者へ通知を行うこととなっている。

習志野市寄附物品受入基準等に関する要領 より該当部分を要約
「担当部長は、寄附評価総額が５０万円以上の物品（財務規則に規定された重要物品を含む）の受入れを
したときは、必要な書類を添付して、会計管理者に対して遅滞なく出納の通知をしなければならない。」

寄附物品の受け入
れ時、寄附評価総額
が５０万円以上の場
合は、会計管理者へ
本様式で通知し、会
計課では通知に基づ
き、固定資産登録を
します
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③会計課での随時チェック
会計課では、伝票審査時に当該支出が資本的支出か否か、審査担当者・係長から審査決裁権者（会計課

長もしくは会計管理者）まで確認している。
ただし、債権者への支払処理が優先となるため、仕訳誤りが見つかった場合は支払いを先に行い、後日

担当課から会計課へ仕訳更正依頼を送付し、会計課で仕訳の更正を行う。

★伝票審査時のチェック

★例月チェック（その１）
毎月１５日に、前月分の支出伝票情報を財務会計システムから出力（CSV）し、固定資産台帳登録のも

れが無いかを確認する。
主な確認項目は、 ①件名②金額③支出科目④仕訳区分 である。

★例月チェック（その２）
当月中に貸借対照表に計上された各資産の金額と、固定資産台帳に登録された各資産の金額を付け合せ

る。

上記３つのチェックで固定資産台帳の登録を要するものが見つかった場合は、担当課へ「固定資産登録
票」の提出を依頼する。

起票所属課名科目コー事業コー節以下コ件名 金額 仕訳名称 更正内容

習志野高校 '100404 '020000 '150103 習志野高等学校給水管改修工事 5,100,000
工事請負費/
維持補修支出

当該修繕で資産価値が向上する場合
（耐用年数が伸びると思われる場合）は
仕訳区分を
「工事請負費/建設仮勘定（事業用資産）」
としてください。

生涯スポーツ 　　　'100703 '020000 '150103
東部体育館大規模改修工事
（昇降機設備工事）前金払

7,900,000
工事請負費/
維持補修支出

仕訳区分を
「工事請負費/建設仮勘定（事業用資産）」
としてください。

担当課への仕訳更正依頼の例
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④出納閉鎖後のチェック
（普通建設事業の概要）

出納閉鎖後、財政担当課が普通建設事業の概要を作成する。
普通建設事業の概要の提供を受け、会計課では以下の点を確認する。

出納閉鎖後、管財担当課が財産に関する調書を作成する。
調書作成資料の提供を受け、会計課では以下の点を確認する。

⑤出納閉鎖後のチェック
（財産に関する調書）

①本体工事について、固定資産台帳の計上もれが無いか
②設計委託料や移転補償など、附随費用の計上もれが無いか
③固定資産台帳へ登録した際の財源内訳が正しいか

①無償取得・無償譲渡の土地を把握（無償取得・無償譲渡の把握は、このタイミングで初めて行う）

②資産売却が固定資産台帳に正しく反映されているか
③備品の新規取得・寄附分が固定資産台帳に正しく反映されているか
④固定資産の除却を把握（除却資産の把握は、このタイミングで初めて行う (建物解体費がある場合を除く) ）

⑤資産の移管の把握（他部署への移管の把握は、このタイミングで初めて行う）
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⑥出納閉鎖後のチェック
（公有財産台帳との突合）

本市では、貸借対照表の資産総額のうち、土地については金額が大きいことから、資産計上の正確性を
重要視しており、従来より公有財産台帳と整合性が取れているか、突合作業を職員が目視で行っていた。
しかしながら、作業に時間が掛かり職員の負担となることから、突合作業の機械化を検討していたとこ

ろである。そこで公有財産台帳の作成を委託している事業者と協議し、平成２７年度より突合作業の委託
契約を結んでいる。
前述の土地の増減作業を行った後、固定資産台帳データを委託業者に送付し、突合作業を行う。

※土地は分合筆や地目の変更などがあり、伝票情報や出納閉鎖後の作業を行ってもなお、固定資産台帳の登録処理がもれてしまうケースが多いため委託化している。

※突合作業の段階で、土地部分の全ての固定資産台帳を一括で更新する手法も検討したが、「伝票情報から資産を登録する」ことや、「仕訳の整合性・検証可能
性」を優先することから、見送っている。

会計課
(固定資産台帳

所管課)

資産
管理課

(公有財産台帳
所管課)

委託
業者

②公有財産台帳作成

①資産異動データ提供

④固定資産台帳
データ提供

⑤突合結果
データ提供

③財産に関する
調書データ提供
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地方公会計に関するその他の取り組み
（施設マイナンバー）

本市は、公共施設老朽化問題においてはコスト分析が重要なファクターの一つであると考えている。
なぜなら、コスト分析により、今後必要となる財源やコストの削減余地を把握すること、施設の統廃合
を検討する際の資料の一つとして活用できるからである。そして、適切なコスト分析を行うための前提
として「正確なコスト情報の把握」が必要不可欠となる。
検討の結果、より正確で検証可能性の高い数値を得るためには、財務会計システムでの予算執行（支

出伝票起票）の時点で、各施設に掛かる費用を伝票起票担当者が財務会計システム上に直接入力し、
日々積み上げていくことが最良であると決断した。
そこで、財務会計システム上に各施設の情報を登録し、コード体系化することで上記の作業が可能と

なる「施設マイナンバー」の概念を構築し、平成２８年度予算執行から導入した。これにより、一枚の
支出伝票で複数の施設に関連する支出も、支出伝票起票の際に、各施設の負担額を財務会計システム上
に記録することが可能となった。

【施設マイナンバーのイメージ図】

各種請求

市内小学校の

電気料金

複合施設の

清掃委託

支出伝票は一枚でも・・・

請求内訳は複数の施設にまたがっている

津田沼小学校 電気料金

鷺 沼小学校 電気料金

大久保小学校 電気料金

１～２F（藤崎消防署）清掃料

３～４F（藤崎図書館）清掃料

支出伝票起票時に

各施設の負担額を入力

津田沼小学校 ○○円

鷺 沼小学校 △△円

大久保小学校 □□円

藤崎消防署 ○○円

藤崎図書館 △△円

財務会計システム上に

各施設の負担額を蓄積

固定資産台帳の
各資産にも施設
マイナンバーを
付与しています



地方公会計に関するその他の取り組み
（施設マイナンバー）

この支出伝票は建物
の火災保険料を管財
担当課が支払ったも
ので、約560万円の
支出を１５４の施設
に振り分けました。
電算上は施設マイナ
ンバーごとに仕訳が
発生しています。

施設
マイナンバー

支出伝票作成例
火災保険料を管財担当課が起票し
施設ごとの実額を振り分けたケース
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